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⒈本書が誕生した経緯 
本書は、北海道民生委員児童委員連盟が制作した支え合いマップ研修用ＤＶＤの、

模擬マップによる聴取の再現場面を研修で使う際の解説書である。 

支え合いマップを具体的にどのように作ればいいかわからないという悩みがよく

聞かれる。しかし実際のマップ作りの場面をＤＶＤにしても、個人情報保護の都合

上、公開はできない。ならば模擬マップならどうかという話は、前々から出ていたの

だが、それには相当の経費がかかるということで、あきらめていた。 

そんな折、北海道民生委員児童委員連盟が民生委員制度発足百周年記念事業の一

環としてＤＶＤを制作され、その中でこれが実現したのだ。 

このＤＶＤはすでに全国で活用されていて、「これならよくわかる」と、マップ作

りに取り組む社会福祉協議会等からも好評をいただいている。その後もこのような

ＤＶＤは他の団体では作られていないので、貴重な存在になっている。 

ただ、各地で活用していただく中で、問題点も見えてきた。確かに初心者が見て、

マップ作りがどういうものかがよくわかる。しかしこれを１回、通しで見ただけで

は、このＤＶＤが言おうとしていることが頭に入りにくいのではないか。これをき

ちんと研修用の教材と位置付けて、改良できるところは改良したらどうか、と考え

た。 

そこで道民児連では、次のような方針を決定した。まず、今のＤＶＤを改良する。

具体的には、①ＤＶＤの中から、模擬マップ作りの場面だけを独立させる。②その中

に盛り込まれている、木原による口頭の解説も除く。これで聴取場面だけになり、時

間も１５分程度に縮まった。 

一方で、このＤＶＤのための解説をまとめることにした。これが本書である。本書

は、あくまで住民流福祉総合研究所の考え方による解説で、北海道民児連が作る民

生委員向けの解説書とは、内容が異なる。 
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⒉ＤＶＤと解説書の使い方 
マップ作りの研修では、ＤＶＤと解説書を、次のように活用する。 

⑴まず、ＤＶＤを上映する。 

⑵これでマップ作りの概要がわかったところで、あらためて始めから上映する。 

⑶解説が必要な場面で、講師はＤＶＤを一旦止め、解説書を参考に説明する。質疑

があってもいい。 

⑷説明を終えたら、ＤＶＤを再開する。 

⑸講師は、ＤＶＤが１５分間として、あと解説の時間をどの程度とるかで、全体に

かかる時間を計算することができる。 

⑹講師は、あらかじめこの解説書を読んでおき、どこをどのように講義で使うか、

自分の考えとどう調整するかなどを考える。 

 

⒊現場のワーカーなどが解説を担当することで広く普及へ 

 今回のやり方の改善によって、ＤＶＤと独自の解説書作りで、マップ作りの普及

を図ることができる。解説は本解説書を参考にして、部内で調整していただくこと

にして、それとＤＶＤを持参して、地区内の各所に出向いて、即席のマップ作り研修

会を開催することが可能になった。これによって、民生委員は地区民協に出向いて

独自に研修できる。同じようにして、社会福祉協議会は地区社協向けの研修ができ

るし、町内会ごとの研修もできるはずだ。 
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●ＤＶＤを上映する前に① 

⒈マップ作りは｢手品｣ではない 

マップを作れば、たちまち理想的な成果が出ると思ってしまう方もいるのだが、

マップ作りは手品ではない。マップ作りを始めるにあたって、マップ作りの「タネも

仕掛けも」、つまり成果を出すための仕掛けとして守るべき点を明確にしておきたい。 

 

⑴マップ作りに参加してもらう人は、そのご近所のことをよく知って 

いる人であること。 

 どのご近所にも世話焼きさんがいる。人の世話をするのが好きで、困っている人

がいると気になって助けてしまうという人だ。世話焼きさんは、困っている人がい

ないかといつも周りを気にかけているので、足元の気になる人の所在を知っている。

実際に関わってもいる。その「気になる人」を探すのがマップづくりなのだ。 

 というわけで、マップ作りに参加してもらう人の中に、１人でも２人でもいいか

ら、世話焼きさんが入っていることが望まれる。 

 

⑵マップを作る範囲は、およそ５０世帯であること。 

 人々が助け合っているのは、およそ５０世帯の範囲である。これより広いと、お互

いの顔が見えないので、助け合いができない。だから、百数十世帯の地区では、これ

を５０世帯ずつに分けて、別々に作ることになる。面倒だから一挙にやってしまお

うとしても、うまくいかない。 

 

 

⑶参加してもらうのはおよそ５名。 

 住民がご近所の人の関わり合いを知っているといっても、そんなに広い範囲が見
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えるわけではない。１人当たり、自分の周囲何軒ぐらいまで見えるのか。民生委員に

尋ねたら、だいたい５軒と言う。となると、５０軒では１０名の参加が求められるこ

とになるが、少し妥協して、５名ぐらいにしたらどうか。この中に世話焼きさんがい

れば、１人でかなりの世帯を知っている可能性もあるから、だいぶ楽になる。少なく

とも、この５人は、５０世帯にだいたい満遍なく散らばっていることが条件だ。 

 

⑷マップを作るご近所に在住であることが望ましい。  

 マップ作りを始めて、まずは参加者がどこに住んでいるか、印をつけてみたら、ほ

とんどの人がご近所外の人であることが判明し、困る場合が少なくない。参加者は

このご近所に住んでいる人であることが基本になっているのに、その条件が守られ

ていない。なぜこうなるのか。 

 民生委員や町内会の役員などは、ご近所外に住んでいても、そのご近所のことは

よく知っていると、自分では思っているから、マップ作りの主宰者はこれを鵜呑み

にしてしまうのだ。 

 私たちがまず知りたいのは、気になる人と、その人に普段関わっている人である。

それはその人の足もとに住んでいる人でないとわからない。民生委員などが知って

いるのは、行政から手渡された、その人の概要―たとえば要介護いくつとか、障害を

持っているといった程度で、それ以上のことは知らない。 

 もう１つ、男性は概して女性よりも地域のことは知らない。なぜか。男性の場合、

地域や他人のことを、根掘り葉掘り知ろうとすることに抑制がかかるのだ。男性の

多くは、詮索をすることを好ましくないと考えている。しかしこれをしないことに

は、人のことは知りえない。 
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●ＤＶＤを上映する前に② 

⒉プライバシー尊重で人助けはできない 
 マップ作りのために集まったものの、マップ作りに入る「入口」のところでストッ

プがかかる例が少なくない。プライバシーとか個人情報保護の問題が引っかかって

いて、そこから前へ出られないという人が多いのだ。 

 

⑴プライバシーを尊重してあげるということは、「あなたのことは見ない

ように、知らないようにしてあげる。そして他の人にも知らせないように

する」ということだろう。そうなると、自分も他の人もその人のことを知

らないのだから、その人が困っても助けようがない。 

したがって単純化すれば、プライバシーを尊重するということは、その人が困っ

ても助けないということになるのだ。 

 

⑵助け合いも大事だけど、プライバシーも大事だと言っていては、命は守

れない。 

上記の通り、助け合いとプライバシー保護は、もともと相容れない関係にある。本

当に助け合いをするためには、相手のプライバシーよりも、その人を助けることを

優先する覚悟が必要だ。プライバシーの尊重にこだわる人は、人を助ける気がない

人のこと、ぐらいに考えるべきではないか。ご近所中の人がその人のことを知る必

要はないが、助け合いの輪の中にいる人同士では、必要な情報を共有しなければ、助

け合いはできない。 

 

⑶支え合いマップは５０世帯のご近所ごとに作る。ここでもっと助け合

いが進むように、人々のふれあいや助け合いの実態を調べる。ご近所の住
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人が集まって、だれとだれが助け合っているのかなどを調べていくが、そ

のためには、ご近所内の人々のことを話題に出さねばならない。 

「私のことは話題に出さないで」と主張する要援護者もいるが、放っておいてと言

う人は助けなくていい、というわけにはいかない。この点に関しては、妥協せず、毅

然とした態度をとらねばならない。 

 

⑷ご近所の世話焼きさん同士は、日頃から、ご近所内で困っている人のこ

とを話題にして、どうやって助けたらいいかなどを話し合っている。マッ

プをつくる以前に、そういう話し合いはすでに行われているし、支え合い

マップ作りは、それをマップ上で集約して、そのご近所の福祉課題を明ら

かにするためのものである。 

 

⑸助け合いを進めるための話し合いに出される情報は、マップ作りに参

加する住人たちが既に知っていることだけだ。 

そこに行政から提供される情報は含まれない。出来上がったマップは、マップを

作成した人たちの手で厳重に保管する。 

 

⑹相手のことを根掘り葉掘り知ろうとすることにブレーキがかかる人が

いる。「そんなに相手のことを知っていいのか」などと悩んでいる。 

困っている人を放置できず、実際に人を助けている世話焼きさんは、相手のこと

を根掘り葉掘り知りたがり、詮索好きだ。相手を正しく助けるには、相手のことをよ

り深く知らねばならないからだ。 

 

⑺日本人全体がプライバシーや個人情報にこれほど神経質になっている

間は、私たちは本気で助け合いをする気がないと思っていいのではないか。 
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●｢では、次に一人暮らしの高齢者を教えてもらえますか｣ 

⒊聴取をどこから始めるか？ 
 いろいろな入り方がある。マップ作りの参加者と、マップ作りの前に雑談をして

いるときに、「今日はここから入ったらいいのではないか」というヒントが得られる

場合がある。 

 

⑴とりあえず「気になる人」を種類別に聴取していく手法。 

 一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯（老々介護）、認知症、障害者などと。 

 

⑵「気になる人」に当てはまる人を、種類分けせずに、探していく手法。 

 一人暮らしで要介護の高齢者、老老世帯で夫が妻を介護中のケース、引きこもり

の人、地域で迷惑な人だと思われている人など、とにかく「気になる人」を幅広く探

していく。 

 その中で、たとえば一人暮らし高齢者に困り事を抱えている人が多いとわかった

ら、一人暮らし高齢者に注目して、1人ひとり確認していくということもできる。 

 

⑶テーマを絞らずに、その地域を概観することから入る手法。 

「ここはどういう地区なのですか？」と聞きながら、この地区の特徴を把握すると

ともに、出てくる福祉課題などを探り、それらを１つ１つ尋ねていく。この中で、気

になる人の問題と関わってくるから、そこから⑴の「気になる人」に入っていく。 

 

⑷以前からわかっていたこの地区の福祉問題をまず集中的に扱う。 

 限界集落、または消滅集落であるとか、災害多発地域、企業が衰退しつつある地区

など。その中でたまたま見えてきた「気になる人」も取り上げる。 
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⒋マップづくりの成否はあなたの腕次第 
 マップ作りは、つくる人の力量次第で、その成果に大きな差が生じる。成果とは、

具体的には、その地区の取り組み課題、それも良質な課題がたくさん出てくるとい

うことであるが、それは、以下の４点について、聴取者がどの程度熟達しているかに

かかっている。 

 

⑴福祉のあるべき姿を理解している。 

 医者は、どのようにして診断を下すのか。まず健康体の状態はどういうものかが

しっかり頭に入っていて、それと現実の実態を比較対照し、健康体から離れている

部分が病気ということになる。 

 同じようにして、本来の理想的な福祉とはどういうものであるかを頭に入れてお

き、マップを作りながら、現実と理想を比較対照していく。 

 この「理想の福祉」の状態が、どれほど頭に入っているか。また、人によって「理

想の福祉」が異なっていることも考慮する必要がある。 

 

⑵住民の助け合いの流儀を知っている。 

 支え合いマップとは、文字通り地域の支え合いの状況をマップで調べることであ

る。なぜこういうことをするのか。私たちは、公的福祉や専門機関による福祉に加え

て、住民による助け合いも充実させなければならないと考えている。特にご近所の

ような小さな圏域では、この助け合いを主に展開してもらいたいと考えている。 

 だからマップ作りでご近所さんたちの助け合いの実態を把握しようというわけで

あるが、そのためには、福祉関係者とは異なる、住民の助け合いの流儀が頭に入って

いなければならない。 
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⑶テーマごとにどんな問題があり得るかを知っている。 

 このご近所にどんな問題があるのかを聞き出すには、こちらから「こういう問題

はありませんか？」と聞かなければならない。住民は普段そういうことを意識して

いないので、なかなか思いつかないのだ。 

 だから聴取者は、テーマごとに、具体的にはどんな問題がありうるのかについて、

できる限りたくさん頭に入れておく必要がある。例えば、一人暮らし高齢者につい

ては、どういう問題がありうるのか。 

 引きこもり、孤独死の心配、食生活、免許返納による移動手段の確保、要介護によ

る生活の不便、子どもに引き取られて住み慣れた場所から離れる心配、認知症によ

る徘徊など。そして「その人はこういう問題を抱えていませんか？」というふうに聞

いていくのだ。 

 

⑷課題ごとに、どんな解決法があるかを知っている。 

 上記の各問題に対して、どのような解決策があるのか、そのメニューを頭に入れ

ておく。そして聴取の場で、「その人はこういうことをしていませんか？」と聞いて

いく。相手が「そういえば…」と反応が出てくるまで、頭の中の引き出しから次々と

出していくのである。 

本研究所ホームページ（http://juminryu.web.fc2.com/）の「マップ便利帳」のタ

ブを開くと解決策のメニュー例があるので、これもご参考にしていただければと思

う。 

 

 

 

 

 

http://juminryu.web.fc2.com/
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「いえ、木田さんは息子さんと一人暮らしです」 

⒌横道に逸れるか、どうするか？ 
 例えば一人暮らし高齢者のことを順に聞いていって、その中で予定外の事実（本

題とは関係ないが、気になる情報）が出てきたらどうするのか。２つの選択肢があ

る。 

⑴今聞いていることを、ひと段落するまで続ける。予定外の事実は、一応

メモしておいて、後から聞き出す。 

 

⑵予定外の事実が極めて重要で、しかも後に回すと、その件に対してこち

らが聞いてみたい様々な事柄を忘れてしまうかもしれないという場合は、

そちらを優先して、横道に逸れることにする。 

 

ただし、横道に逸れるかどうかはともかく、予定外の気になる事実が出てきた場

合は、そのことについて絶対に聞き逃さないようにする。 

 

 

「これを取り組み課題の１つにしたらどうか」 

⒍マップの目的は取り組み課題の抽出 
 支え合いマップ作りの目的を取り違えている人が少なくない。以下の諸点を確認

する必要がある。 

⑴マップを作るのは、より良い助け合いの地域をつくるためだ。 

⑵そのために、その地域の助け合いの実態を把握する。 

⑶そこから今後取り組むべき活動を導き出す。 
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⑷なるべく取り組みやすい方法を考えるために、その地域でそれに類する取り組み

が行われていないか、そのヒントを探し出す。 

⑸ヒントをもとに、取り組みやすい方法を考える。 

⑹「考える」のは、マップ作りが終わった時点ではなく、マップ作りの最中、しかも

ちょうどその話題が出てきたその時に、「こんな取り組みはどうか」と提示する。 

⑺マップ作りに参加した住民にこれを提示し、やれそうか、またやるべきかを議論

してもらう。 

⑻その議論の結果、百パーセントできそうだとならなくても、一応は取り組みの候

補に挙げる。 

⑼できるかどうかは、その時の状況によるのであって、今は無理かもしれないが、い

ずれできそうな環境が生まれることもある。 

⑽とにかくマップ作りの場では、取り組み課題がいくつ出てくるかが勝負となるの

だ。 

⑾取り組み課題を出すということは、当然のことながら、マップ作成後、それに取り

組むということである。出てきた課題に取り組める環境ができていないのでは、結

局マップを作っても、意味がなくなる。 

⑿だから、マップ作りに取り掛かる前に、マップを何のために作るのかを部内で確

認しておく必要がある。 

⒀マップ作りは、目的ではない。マップ作りは手段に過ぎないのである。 

 

 

「それにね、星野さんの家の鍵も、私の家で預かっているんです」 

⒎重要な活動テーマが出てきたら？ 
 マップ作りの中で、これは重要だなと思われる活動テーマが出てきたらどうする
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か。たとえば、「それにね、星野さんの家の鍵も、私の家で預かっているんです」と

いう発言が出たら、そこで「鍵の預かり」について議論をしていく。 

 

⑴ご近所の活動テーマにできそうだと思ったら、①他にこの活動をしている人がい

ないか、②またはしようと思っている人はいないか、③他の地区ではどうか、④過去

にしたことがあるか、などを確認していく。 

⑵この地区でのその活動の特徴をつかむ。 

⑶聴取者が知っている全国各地の実践例も持ち出す。 

⑷そのうえで、この地区で取り組む場合のやり方を考え、またはみんなで協議して、

一応の結論に持っていく。 

 

 

「ところでこの方々は、自分で食事を作っているんでしょうか」 

⒏重要な問題が出てきたら？ 
 前項の場合は、問題というよりも、住民の活動の中から重要なテーマが出てきた

が、こちらは問題から入るルートである。その場合に、どのようにそれに入っていく

のか。 

 

⑴まずこの地区の、特定テーマに関する問題をいろいろ出してもらう。 

 

⑵それに対するご近所さんの解決策や解決行動例を出してもらう。 

 

⑶あまりいいアイデアがない場合は、聴取者が全国の取り組み事例を挙

げる。ただしその場合も、このご近所で行われている方法を大事にするこ
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とは大切だ。 

 

⑷その中で、よい反応があったものについて、具体的な取り組み方法を議

論し、一応の結論に持っていく。 

 

 

「菅野さんの家を訪問している人はいませんか」 

⒐「そういう人はいない」でも諦めない 
 例えば、引きこもりの人を誰かが訪れていないかと聞いても、住民は「いない」の

一点張りという場合、本当にいないのか、必要であれば、しつこく聞いていく必要も

ある。「○○さんが△△さんの家に来ているのを見た」といった些細な情報は、記憶

の中に埋もれてしまっていて、ちょっと聞かれたぐらいでは思い出せないからだ。 

 

⑴本人の周辺の家を、１軒ずつ指さす 

「誰もいない」という場合、マップで本人の周辺の家を「この人は？」「この人は？」

と１軒ずつやっていくと、「そういえばこの人が来ていた」と住民が思い出す場合も

ある。 

 

⑵具体的なヒントを提示する 

「この人の趣味は？」「犬の散歩」。「どこで散歩させていますか？」「この辺り」。「で

は、散歩友達がいるのでは？」「そういえば、この人だ」。相手が思い出せるように、

順を追って聞いていく。 

 

⑶住民が気付かない穴場を突く 
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「この青年は引きこもりで、絶対に外に出ない」「では、夜中は？」「そういえばこの

子は、夜になると出ていくのを思い出した」「どこへ？」「友達の家みたい」。 

 

⑷場合によっては、15分から 30分、粘ってみる 

 物置を整理するとき、どうするか。まず入口に近い所にあるものを順次出してい

く。そして、だんだん奥にあるものを取り出す。いちばん奥にあるものを出すころに

は、かなりの時間が経過している。これが、記憶の奥にしまってある情報を思い出す

のに必要な「15分から 30分」のことなのだ。 

 

 

「菅野さんと仲の良い人はいませんか」 

⒑本人は誰を見込んでいるか？ 

⑴福祉に関わる人は、プロも一般住民も、ほぼ例外なく、担い手主導で行

動している。だから、見守る人を決める場合も、担い手が決めてしまう。 

 

⑵しかし住民はそうは考えていない。私を見守るのは、私が選んだ人だと

考えている。 

 

 一人暮らしで引きこもりの人が孤独死した。誰とも接触していなかったからだと

思われていたが、改めてマップを作ってみたら、彼女は２人を見込んでいた。そのう

ちの１人で、すぐそばに住む人には、「何かあったらお願いね」とも言っていた。そ

れなのになぜ孤独死したのか。その、すぐそばに住む人が引っ越してしまっていた

からだ。孤独死した彼女は、民生委員やボランティアの訪問を受け入れていなかっ

た。もし民生委員が、彼女に見込まれた人を通して彼女に関わっていたら、救われた
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可能性もある。 

 

 

「星野さんの家なんだけど、大きな犬を飼っているの」 

⒒住民の重要な一言を聞き逃さない 

⑴マップ作りに参加した人たちの中に、世話焼きさんらしき人がいる。 

世話焼きさんは常に、人の困り事に目が向いている。そして、ちょっとしたことで

も、「これが困り事（ニーズ）ではないか」と気が付くのだ。普通の人は気づかずに

聞き流してしてしまうことでも、その人は「気になる」。 

 

⑵マップ作りの場で、特に隣り合っている人に、そういう一言を漏らす場

合が多い。これを聞き逃さないことが大切だ。 

 

⑶その一言は、休憩時間とか、「もう終わりました」と主催者が宣言した

後に、ポロリと出てくる。 

 だから、マップ作りが終わっても気を緩めず、参加者の発言に気をつけておく。

今まで一言もしゃべらなかった人が、帰り際に、極めて重要な事実をもらす場合が

あり、そういう時はしっかり話を聞き出す。 

 

 

「息子さんの趣味は何でしょう」 

⒓｢安全に｣から、｢その人らしく」へ 

⑴福祉というと、安全を守り、困り事を解決し、専門家によるケアや介護
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がなされたら、一件落着と思われている。しかし今は、それだけでなく、

どんなに要介護でも、その人らしく生きられるように支援することが求

められている。 

自己実現である。自分はこういう人生を歩みたかったと満足してもらえるよう、

たとえば趣味を楽しみ、ライフワークがあればそれを完成させてあげる。 

 

⑵障害児にもし絵画の趣味があれば、それで個展が開けるように、支援す

る。そのために地元の芸術家の助けを求めるのである。 

 

⑶ハンディがある人には、それを補う高度な資源を投入するべきだ。 

住民にそういうことを言ってもすぐには理解されないだろうが、本当の福祉はこ

ういうものなのだと説いていくことも、マップ作りでの大切な役割だ。福祉教育で

ある。ダメもとで話してみたら、理解してくれる人がいるかもしれない。そういえば

このご近所に美術家がいるよ、などと言ってくれるかもしれない。 

 

なお、２２ページ以降に、課題別のマップを掲載してある。 

 

 

ＤＶＤ上映後 

⒔ＤＶＤと現実は何が違うのか？ 
 このＤＶＤが現実そのものだとしたら、マップ作りはわずか１５分程度で終わっ

てしまうことになる。しかし現実は、大抵は１時間半はかかる。どこでこんなに大き

な違いが生じるのか。 

⑴実際には、５０軒ある家の、かなりの家のことを聴取しなければならな
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い。 

それだけ出てくる問題も多い。たかがご近所といっても、そこにはたくさんの問

題があり、たくさんの活動が求められているのだ。 

 

⑵聴取者の質問に、参加者の誰かがすぐに答えているが、現実はそうはい

かない。 

聴取者の質問に、「……」とか「わかりません」と答える場合が多いのである。答

えるのに１５分以上もかかる場合もある。 

 

⑶シナリオと現実の決定的な違いは、課題に対するヒントがすぐに出て

くることである。 

再現映像では、「だれか犬の散歩をしてくれる人はいませんかね？」「塚本さんが

いいですよ」というように、すぐにヒントが出ているが、現実には、この実践例がな

かなか出てこない。ヒントも出てこない。こういう場合に、世話焼きさんがいると助

かる。世話焼きさんはこういう情報にも通じているからだ。 

 

⑷マップ作りがうまく運ぶ理由は、４人の参加者が、おそらくは世話焼き

さんばかりという点にあるのかもしれない。 

５０世帯で４人の世話焼きさんがそろえば、ベストのメンバーと言える。しかも、 

 

⑸４人とも、マップ作りに協力的でもある。 

マップ作りの場では、質問をすれば、参加者が何でも答えてくれるとは限らない。

意図的ではないが、結果として非協力的になってしまう人も含めて、例えば以下の

ように、参加者の一部がマップ作りの流れを止めてしまうこともある。 

①「プライバシー」や「個人情報」にこだわり、みんなが何かしゃべることにブレ
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ーキをかける。 

②取り組み活動のアイデアを出すと、「それは難しい」「１度取り組んだけど失敗

した」などと否定的な意見を言って、アイデアを出し合いにくくしてしまう。 

③一般的に、ご近所の人同士の関わり合いをよく知っているのは女性だが、参加

者が５人で、そのうち男性が３人以上の場合、女性はほとんど話さない。男性が２人

以下だと、少し話す。５人とも女性なら、みんなよく話す。 

④マップ作りの場に住民が十数名も参加すると、参加者は他の人の目が気になり、

一人暮らし高齢者、老々世帯ぐらいまでは情報を出すが、それ以外のことは出さな

い。また、夫婦で参加していると、やはり女性たちは黙ってしまう。そういう場面に

出会ったとき、私が使う手法はこうである。 

今日はあまり話してもらえないなと思ったら、その場は解散にする。ただし、この

中のだれが世話焼きさんらしいと、目星を付ける。そして後で世話焼きさんだけに

地域包括支援センターに来てもらう。そこで再度マップづくりだ。いつものケア会

議のような場にするので、とても話しやすい環境になる。 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒈自宅の鍵の預け合い 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒉男性高齢者の食事 
惣菜作りを町内会婦人部で協議 コンビニの宅配弁当を利用 

していたが、サービス終了 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒊送迎の問題 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒋認知症高齢者の見守り体制 



  

26 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園 

公営住宅 

小林 

⒌声かけ訪問を拒否する高齢者 
麻雀仲間３人から生活状況を聞き出す 

麻雀仲間 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒍５０代一人暮らし男性の地域との関わり 
本業の腕を生かす 
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公園 

公営住宅 

小林 

⒎犬の散歩 
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公園 

公営住宅 
小林 

⒏知的障害者の将来 


